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風力発電市場の現状および今後の展望 
 

海外マーケティング部  

要旨 

風力発電市場は世界的に急速に成長している再生可能エネルギー分野である。2024 年の累積導入容量は 1,021GW に達し、

年平均成長率（CAGR）は 27%以上を示している。特に洋上風力の導入が拡大し、アジア太平洋地域が市場成長の中心的役

割を担っている。政府主導の政策支援、技術革新によるコスト低減、環境意識の向上が市場成長を促進し、2030 年までに

4,420GW（約 4.4TW）の導入規模に達する見込みである。 

 

1. 風力発電市場概況 

2024年の世界の風力発電市場は 1,021GWの累積容量を記

録している。年間導入容量は過去最高の 117GW を超え、2023

年比で約 50％の増加である。アジア太平洋地域が世界市場

をリードし、中国やインドが導入を加速させている。今後

も同地域が市場拡大を主導し、2025 年には約 1,290GW、2030

年には約 4,420GW へと大幅な市場成長が予測されている。

年間の平均成長率は 2025 年以降、約 27.9％に達すると見

込まれる。 

特に洋上風力に関しては、2022 年末時点で約 64GW の導

入容量となっているが、2030 年までには世界全体で 380GW

を超えると予測されている。特に浮体式洋上風力の普及が

進むことで、深海域での風力資源の活用が可能になり、市

場成長をさらに後押しすると考えられている。 

 

2. 風力発電市場の成長要因 

風力発電の市場拡大を促進する最大の要因の一つは技術

革新である。近年のタービン大型化により、発電効率が飛

躍的に向上している。特に、洋上風力向けのタービンでは

単機容量が 10～15MW 級となるモデルが主流となり、欧州を

中心に実用化されている。ブレードの長さが 100m を超える

超大型風車も開発され、洋上風力発電の経済性はますます

改善されている。 

また、保守運用（O&M）の面でも AI や IoT を活用したリ

モート監視や予防保守の高度化が進み、運用コストの低減

に寄与している。さらに、再生可能エネルギーへの政策的

支援、炭素中立社会実現に向けたグローバルな動きが、風

力市場の成長をさらに加速させている。 

 

3. 地域別市場動向 

3-1. アジア太平洋地域 

 アジア太平洋地域が風力発電市場の最大のシェア

を占めている。特に中国では洋上風力の大規模導入が

進み、2022 年だけで世界の洋上風力の半数以上を導

入した。インドも風力発電の普及を推進し、2025 年

までに 60GW を超える市場規模を目標としている。日

本では政府が 2040 年までに最大 45GW の洋上風力を

導入する計画を打ち出し、特に浮体式洋上風力に注力

している。 

3-2. ヨーロッパ 

欧州は洋上風力の先進地域として引き続き市場拡大を牽

引している。英国、ドイツ、デンマークなどが主要なプロ

ジェクトを進め、2025 年までに欧州域内だけで洋上風力容

量は 100GW を超えると予想されている。特に英国では 2030

年までに洋上風力容量を最大 50GW に拡大する計画であり、

市場の拡大は加速的に進む見込みである。 

 3-3. 北米（アメリカ） 

米国は 2025 年の導入容量が約 193GW に達すると予測さ

れているが、主に陸上風力を中心に成長している。洋上風

力の導入は遅れているものの、バイデン政権による積極的

な政策支援が展開され、2030 年までに最大 30GW の洋上風

力導入を目指している。 

3-3. 日本 

日本は欧米諸国と比較すると、普及の途上にある状況で

ある。日本は 2023 年の総導入容量は約 5.2GW であり、政府

は 2040 年までに海域洋上風力 45GW を目指している。 

 

4. 風力発電市場の課題 

風力発電市場は急速な成長を遂げているが、課題も存在

する。まずコストの問題があり、特に洋上風力では建設コ

ストが高く、プロジェクトの収益性確保が難しい。これに

対して各国政府は財政支援策や契約差額制度（CfD）を導入

し、リスク軽減を図っている。 

また、環境影響評価や地域住民の合意形成も重要な課題
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である。特に陸上風力では騒音や景観の影響から住民の反

対運動が起きるケースも多い。欧州や日本などでは、プロ

ジェクトの事前の合意形成プロセスを強化し、持続可能な

プロジェクト推進を目指している。 

 

今後の市場展望 

2030 年以降も風力発電市場は年平均成長率 10～15％で

成長を持続することが見込まれている。洋上風力が市場の

主役となり、特に浮体式洋上風力が実用化を拡大すること

により、エネルギー供給の大きなシェアを占めるようにな

る。電力系統への統合が進み、蓄電池や仮想発電所（VPP）

などとの連携が強化され、エネルギーミックスの中心的役

割を担うことが期待されている。 

さらに、地域社会との共生や環境保護を考慮したプロジ

ェクト展開が進められ、持続可能なエネルギーとしての風

力発電の社会的評価も一層高まる。 

(海外マーケティング部) 
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